
平成30年7月豪雨に対して、これまでの河川整備が効果を発揮

• 紫川水系では、昭和２８年６月に発生した豪雨災害等を受け、都市基盤河川改修事業を実施しています。
• 平成２１年７月洪水では、浸水面積２ha 、床下浸水５６戸、床上浸水１１１戸の被害がありました。
• 平成３０年７月豪雨では、平成２１年出水以上の雨量が観測されましたが、都市基盤河川改修事業で整備し
た河床掘削工事等により、下流域の浸水被害はありませんでした。

【福岡県北九州市】
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紫川河床掘削 横断図

浸水被害状況

H21.7以上の降雨量が観測されたが、
H30.7は浸水家屋・浸水区域なし
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河床掘削工事の状況
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〔小倉南区頂吉 雨量観測所〕
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本川水位の低下により支川の浸水被害が出なかった
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旦過市場（H21.7撮影）


